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東
京
名
所
め
ぐ
り
の

�

旅
に
参
加
し
て

▼
先
日
、
某
銀
行
主
催
の
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
・
浅
草
・

築
地
市
場
を
見
学
、
伊
東
温

泉
に
宿
泊
す
る
旅
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

▼
早
朝
、
バ
ス
に
乗
り
込
む

と
、何
人
か
知
人
も
い
て
賑
や
か
に
出
発
。

バ
ス
の
中
で
は
、
男
性
は
お
酒
、
女
性
は

お
し
ゃ
べ
り
。
途
中
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て

楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル

の
と
て
も
素
敵
な
ビ
ル
の
前
に
到
着
。
昼

食
は
出
来
た
て
の
バ
イ
キ
ン
グ
と
生
ビ
ー

ル
。
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
吾
妻
橋
を
渡
っ
て

浅
草
へ
。
仲
見
世
で
少
々
買
い
物
を
し
、

浅
草
寺
で
い
い
事
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
良

く
お
参
り
を
し
雷
門
を
出
る
と
、
若
い
イ

ケ
メ
ン
の
引
く
人
力
車
が
何
台
も
…
。
乗

っ
て
み
た
か
っ
た
け
ど
、
集
合
場
所
が
近

く
だ
っ
た
の
で
、
ま
た
今
度
の
機
会
に
。

そ
し
て
一
日
目
の
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
へ
。

▼
二
日
目
、ま
ず
は
築
地
場
外
市
場
見
学
。

添
乗
員
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
て
い
る

が
、
と
に
か
く
人
が
多
く
て
、
さ
っ
ぱ
り

頭
に
入
ら
ず
集
合
時
間
だ
け
し
っ
か
り
確

認
し
て
お
買
い
物
。
つ
い
つ
い
お
財
布
の

ヒ
モ
が
ゆ
る
く
な
っ
て
し
ま
い
、
あ
れ
も

こ
れ
も
時
間
が
な
く
て
残
念
だ
っ
た
が
、

ま
た
の
機
会
が
あ
っ
た
ら
来
て
見
た
い
所

だ
。

▼
次
に
向
か
っ
た
所
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ

ー
。
バ
ス
で
遠
く
か
ら
見
て
、
だ
ん
だ
ん

近
く
な
る
と
、
さ
す
が
に
電
波
塔
と
し
て

世
界
一
の
高
さ
と
あ
っ
て
雄
大
だ
。
中
一

階
フ
ロ
ア
に
入
る
と
休
日
で
も
な
い
の
に

人
の
多
い
こ
と
!!
さ
す
が
東
京
。
四
階
フ

ロ
ア
か
ら
展
望
シ
ャ
ト
ル
に
乗
っ
て
50
秒

で
展
望
デ
ッ
キ
へ
。
少
々
霞
ん
で
は
い
た

が
、
都
内
が
一
望
で
き
た
。
ま
だ
上
に
展

望
回
廊
が
あ
っ
た
が
、
ま
た
の
機
会
に
。

出
口
フ
ロ
ア
五
階
ま
で
下
り
、
東
京
ソ
ラ

マ
チ
で
お
買
い
物
。
団
体
ツ
ア
ー
は
と
に

か
く
時
間
が
な
い
。
今
度
は
ゆ
っ
く
り
観

光
し
に
来
た
い
も
の
だ
。

▼
こ
れ
で
一
泊
二
日
の
旅
行
も
終
わ
り
無

事
帰
路
に
つ
い
た
。バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
、

ガ
イ
ド
さ
ん
、
添
乗
員
さ
ん
に
感
謝
、
楽

し
い
二
日
間
で
し
た
。

�

理
事
（
見
附
支
部
長
）

�

佐
藤　

和
恵

第
二
回
理
事
会
議
事
録

開
催
日
時　

平
成
25
年
7
月
8
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
1
時

開
催
場
所　

理
美
容
会
館
4
Ｆ

出
席
理
事　

25
名

議　
　

長　

近　
　

寅
夫

議
事
録
作
成
理
事　

長
尾　

紀
次

理
事
長
あ
い
さ
つ

報
告
事
項

1�

．
第
60
回
新
潟
県
理
容
技
術
選
手
権
大

会
に
つ
い
て

　

理
事
長
よ
り
報
告

2�

．
Ｆ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
ｏ
第
7
回
総
会
に
つ
い

て

　

教
育
部
長
よ
り
報
告

3�

．
全
美
連
第
355
回
理
事
会
・
政
治
連
盟

会
議
・
第
67
回
通
常
総
会
・
第
356
回
緊

急
理
事
会
に
つ
い
て

4�

．
東
海
北
信
越
理
事
長
会
議
・
美
容
協

議
会
に
つ
い
て

　

以
上
、
理
事
長
よ
り
報
告

5�

．
理
美
容
学
校
評
議
員
会
に
つ
い
て

　

副
理
事
長
よ
り
報
告

6�

．
指
導
セ
ン
タ
ー
第
2
回
理
事
会
・
県

生
衛
組
合
連
合
会
第
30
回
総
会
・
第
1

回
評
議
員
会
に
つ
い
て

　

理
事
長
よ
り
報
告

7�

．
理
美
容
会
館
評
議
員
会
に
つ
い
て

　

副
理
事
長
よ
り
報
告

8�

．
指
導
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
サ
ー
ビ
ス
第

1
回
組
合
連
携
会
議
に
つ
い
て

9�

．
第
17
回
着
付
師
社
内
検
定
に
つ
い
て

　

以
上
、
教
育
部
長
よ
り
報
告

10�

．
平
成
24
年
度
脱
退
者
に
対
す
る
出
資

金
返
金
に
つ
い
て

　

経
理
部
長
よ
り
報
告

議　
　

題

第�

1
号
議
案　

Ｈ
ａ
ｉ
ｒ 

Ｆ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ

ｏ
ｎ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ 

２
０
１
３
競

技
大
会
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

教
育
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
広
告
及
び
競
技
大
会
出
場
者
申
込

状
況
の
報
告
が
な
さ
れ
、
出
場
者
、
広

告･

コ
マ
展
示
料
と
も
に
増
え
た
。
大
会

役
員
を
お
願
い
し
て
い
る
以
外
の
理
事
の

方
々
か
ら
は
是
非
当
日
応
援
の
為
お
越
し

い
た
だ
き
た
い
。
引
き
続
き
理
事
長
よ

り
、
〆
切
直
前
ま
で
申
込
者
が
非
常
に
少

な
く
大
会
の
開
催
が
懸
念
さ
れ
た
が
、
皆

様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
若
干
で
は
あ
る
が

昨
年
の
数
字
を
上
回
る
事
が
出
来
、
支
部

を
挙
げ
て
の
協
力
体
制
を
作
っ
て
い
た
だ

い
た
事
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
特

に
三
条
支
部
の
力
が
大
き
く
、
自
身
も
支

部
長
と
し
て
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
る
。
是
非
三
条
支
部
の
取
組
み
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。
三
条
支

部
長
よ
り
、
支
部
内
の
育
成
会
で
大
会
出

場
に
向
け
た
勉
強
会
を
開
催
し
、
支
部
役

員
の
方
々
よ
り
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め
オ
ー

ナ
ー
か
ら
も
多
く
育
成
会
に
出
て
い
た
だ

い
た
。
育
成
会
は
支
部
の
教
育
部
と
は
別

に
独
自
に
活
動
し
て
お
り
、
参
加
者
か
ら

は
毎
回
受
講
料
を
集
め
、
ワ
イ
ン
デ
ィ
ン

グ
、
カ
ッ
ト
を
中
心
に
若
い
先
生
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
講
師
を
務
め
て
い
る
。

デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
も
会
場
使
用
に
協
力
い

た
だ
い
た
。
現
状
と
し
て
教
育
部
は
組
合

員
対
象
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
等
精
神
的
な
講
習
が
多
い
。
技

術
的
な
講
習
に
は
講
師
料
が
高
額
で
予
算

上
開
催
が
難
し
い
事
か
ら
若
手
の
講
習
は

育
成
会
に
頼
っ
た
状
況
で
あ
る
。

質　

疑

理
事
…
7
月
は
繁
忙
月
で
あ
る
。
な
ぜ
大

会
は
7
月
に
行
わ
れ
る
の
か
。
出
場
選
手

を
多
く
集
め
る
為
に
は
開
催
時
期
を
考
慮

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

理
事
長
…
全
国
大
会
の
開
催
時
期
を
考
慮

す
る
と
こ
れ
以
上
遅
く
す
る
事
は
難
し

く
、
ま
た
早
い
時
期
で
の
開
催
は
、
学
生

の
出
場
が
厳
し
い
。

教
育
部
長
…
総
合
的
に
判
断
し
て
開
催
時

期
の
決
定
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　

議
長
第
1
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

2
号
議
案　

第
33
回
東
海
北
信
越
美

容
研
修
会
に
つ
い
て

　

事
務
局
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が
あ

り
、
大
型
バ
ス
2
台
で
運
行
し
、
1
号
車

豊
栄
発
関
越
道
経
由
、
2
号
車
三
条
燕
発

上
信
越
道
経
由
を
予
定
し
て
い
る
。
時
間

節
約
の
為
、
乗
車
地
を
出
来
る
だ
け
ま
と

め
て
い
た
だ
く
事
等
を
ご
了
承
い
た
だ
き

た
い
。
2
日
目
は
日
本
平
で
昼
食
を
と
る

予
定
だ
っ
た
が
変
更
し
、
富
士
山
が
車
内

か
ら
見
学
で
き
る
ル
ー
ト
を
通
っ
て
帰
っ

て
来
る
予
定
で
あ
る
。
取
消
希
望
が
出
た

際
に
は
各
支
部
で
代
わ
り
の
方
を
お
願
い

し
た
い
。

　

議
長
第
2
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

3
号
議
案　

全
美
連
総
合
福
祉
共
済
新

規
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

　

厚
生
部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が

な
さ
れ
、
共
に
済
け
合
う
互
助
の
精
神
の

下
、
今
年
度
組
合
員
数
5
％
の
加
入
を
目

標
と
し
達
成
に
向
け
て
、
支
部
内
で
連
携

を
取
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。
10
月
か

ら
保
険
料
が
改
定
さ
れ
、
既
に
変
更
が
あ

る
方
に
は
店
舗
毎
に
通
知
し
て
い
る
。
ジ

ブ
ラ
ル
タ
の
担
当
者
が
勧
誘
に
回
る
事
も

可
能
な
の
で
ご
活
用
い
た
だ
き
、
全
支
部

目
標
を
達
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

議
長
第
3
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第�

4
号
議
案　

組
織
強
化
活
動
に
つ
い
て

　

組
織
部
長
よ
り
新
規
加
入
に
よ
り
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
た
所
、
全

美
連
で
計
画
案
が
あ
り
、
理
事
長
よ
り
資

料
に
基
づ
き
説
明
が
な
さ
れ
、全
美
連（
各

美
容
組
合
）・
指
導
セ
ン
タ
ー
・
日
本
政

策
金
融
公
庫
・
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
と
経

営
・
独
立
の
相
談
・
支
援
の
連
携
構
築
し

業
界
の
創
造
を
図
る
と
と
も
に
、
親
し
み

と
頼
り
が
い
の
あ
る
組
合
イ
メ
ー
ジ
の
定

着
・
向
上
と
組
織
強
化
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
ま
だ
案
の
段
階
な
の
で
詳
細
が
決
ま

り
次
第
改
め
て
ご
連
絡
を
す
る
。

　

引
き
続
き
理
事
長
よ
り
、
県
で
統
一
の

衛
生
講
習
会
を
希
望
し
て
い
た
が
全
美
連

で
全
国
統
一
の
講
習
会
開
催
が
提
案
さ
れ

た
。
新
潟
県
の
担
当
者
と
検
討
し
次
回
の

理
事
会
で
提
案
し
、
来
年
の
総
会
等
に
間

に
合
う
よ
う
に
し
た
い
。
年
の
記
載
さ
れ

た
講
習
受
講
済
ス
テ
ッ
カ
ー
を
受
講
者
に

配
布
し
、
組
合
加
入
店
舗
が
き
ち
ん
と
取

り
組
ん
で
い
る
姿
を
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル

し
、
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
り
た
い
。

質　

疑

理
事
…
三
条
保
健
所
か
ら
来
年
立
入
検
査

を
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
受
講
し
て
も
立

入
が
あ
る
よ
う
な
ら
ば
重
複
す
る
よ
う
に

思
う
が
い
か
が
か
。

理
事
長
…
話
し
合
い
の
結
果
、
県
を
通
じ

て
各
保
健
所
へ
通
知
が
な
さ
れ
る
が
、
そ

れ
ま
で
は
各
保
健
所
で
定
期
的
な
検
査
は

実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
講
習
を
ベ
ー

ス
に
行
わ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

理
事
…
総
会
で
毎
年
講
習
会
を
行
っ
て
い

る
が
、
県
主
催
で
行
う
事
に
な
る
の
か
。

理
事
長
…
内
容
は
統
一
の
も
の
と
な
る

が
、
従
来
通
り
各
支
部
で
行
う
事
と
な
る

予
定
で
あ
る
。

理
事
…
先
日
理
容
組
合
で
自
殺
防
止
の

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
て

い
た
。
同
じ
接
客
業
と
し
て
美
容
も
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

ある団体の全国総会での冒頭宣言からの抜粋です。
　世界中で起きている不安定な経済情勢、震災や様々な自然の猛威、加速度的に進む人口減少から
余儀なく変化させられる社会構造や制度の大転換、そして原発の問題、どれをとっても先が見通せ
ない状況下にあるのが現代です。過去の順風満帆、右肩上がりの時代では、早いもの勝ち、行け行
けドンドンでよく、バブル期では、ちょっとした失敗も一発逆転で取り戻す事ができた、怖いもの
無しの時代でした。でも、現代は様々なリスクが多方面から顕れ、予想もしない損害を受たり、負
債を負う機会が増え、リスク回避さえままならない、大変な時代になりました。 しかし、どんな時
代でも、どんな世の中であっても、私たちは生きていかなければいけません。何がなんでも、絶対
に生き抜かなければなりません。だから方向を定め、一歩ずつ進んで行かなければなりません。で
は、どこに向かい、どう進めばよいのでしょう？どういうスタンスであるべきなのでしょう？それ
を表したのが英語で言う、レジリエンスで、日本語では『強靭（じん）』と言われる姿勢です。『 た
だ頑丈で強いのではなく、大きなショックやダメージを受けても、柳の様にそれを受けとめながら
立て直しを図り“じわぁ～”とではあるものの着実に回復していく強さ 』特に、小規模、弱者とい
われる者が、身に付けていかなければいけない生き方であり姿勢です。確かに、ハッタリで通った
時代の寵児は消えて無くなっているけれど、いくつもの波を乗り越えてきた老舗で、目立たなくて
も強かな者が長く続いている、私たち日本は、そんな企業が世界で一番多い国です。
　アベノミクスで魔法の様に株価が上昇し、急に含み益が増加して回復している大企業とは違い、
中小零細の特に地方の企業においては、その恩恵や影響が現れてくるのはまだまだ先の事になるの
でしょう。いえ、ひょっとしたら、そうなる前に消費税UPで逆の状況が生まれてさらに悪くなる
のかもしれません。だからといって、他人のせいにしていても何も改善されませんから、しっかり
としたスタンスで歩まなければなりません。しなやかに、したたかに・・・。

■ レジリエンス（rejilience）

株式会社  野田 URL：www.noda-salon.com

教
育
部
長
…
新
潟
西
支
部
で
数
年
前
、
衛

生
講
習
と
と
も
に
心
肺
蘇
生
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
装

置
等
を
学
ぶ
救
命
講
習
を
行
い
、
組
合
員

か
ら
実
際
に
役
立
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ

た
の
で
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
か
。

理
事
長
…
衛
生
講
習
と
し
て
は
全
国
統
一

な
も
の
と
な
る
。
各
支
部
で
付
加
価
値
を

付
け
た
り
独
自
の
講
座
等
を
加
え
る
事
は

可
能
で
あ
る
。

　

議
長
第
4
号
議
案
に
つ
い
て
諮
っ
た
と

こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
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福
祉
共
済
加
入
者
の
声

　

私
は
長
年
支
部
長
・
組
合
役
員
を
や
り
、
県
組
合
に
協
力
出
来
る

こ
と
は
何
で
も
し
よ
う
と
心
に
決
め
て
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
福
祉

共
済
も
制
度
が
開
始
さ
れ
る
と
同
時
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
従
業
員
が
入
店
す
る
と
必
ず
福
祉
共
済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

現
代
は
車
社
会
で
す
。従
業
員
は
全
員
車
で
通
勤
し
て
い
ま
す
の
で
、

私
に
と
っ
て
福
祉
共
済
は
「
魔
よ
け
」
な
の
で
す
。

　

こ
の
度
、
結
婚
し
た
従
業
員
が
結
婚
祝
金
、
娘
が
年
一
回
の
健
康

診
断
を
受
診
し
人
間
ド
ッ
ク
補
助
金
、
私
の
祝
金
と
三
人
一
緒
に
給

付
金
を
頂
き
ま
し
た
。
分
厚
い
現
金
書
留
封
筒
を
受
け
取
り
と
て
も

感
激
し
ま
し
た
。

　

福
祉
共
済
は
、
結
婚
・
出
産
、
還
暦
・
古
希
、
銀
婚
・
金
婚
な

ど
、
人
生
節
目
の
お
祝
金
や
、
ド
ッ
ク
補
助
金
・
入
院
見
舞
金
な
ど

日
々
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
給
付
金
な
ど
、
幅
広
い
年
代
の
方
に

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

組
合
の
先
生
は
じ
め
従
業
員
の
皆
さ
ま
、
福
祉
共
済
を
見
直
し
、

お
守
り
代
わ
り
に
加
入
を
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
資

料
は
組
合
に
沢
山
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
支
部
長
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

柏
崎
支
部　

Ｔ
・
Ｙ　

第
5
号
議
案　

そ
の
他

①　

組
合
加
入
諾
否
に
つ
い
て

　

副
理
事
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
。
廃
業
・
死
亡
に
よ
る
脱
退
は
致
し
方
な

い
が
自
己
都
合
に
よ
る
脱
退
防
止
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

②　

第
3
回
理
事
会
日
程
及
び
会
場
に
つ
い
て

　

副
理
事
長
よ
り
一
泊
理
事
会
は
10
月
20
日
㈰
・
21
日
㈪
蓬
平
温
泉
福
引
屋
に
て
、

20
日
午
後
か
ら
の
予
定
で
あ
る
。

　

議
長
こ
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

③　

そ
の
他

　

・�

副
理
事
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が
な
さ
れ
、
理
美
容
学
校
の
特
別
授
業

の
模
様
が
Ｕ
Ｘ
で
放
映
さ
れ
る
の
で
傘
下
支
部
組
合
員
や
お
客
様
に
ご
周
知

い
た
だ
き
た
い
。

　

・�

理
事
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
説
明
が
な
さ
れ
、
全
美
連
で
Ｓ
Ｂ
Ｓ
制
度
の
一

環
と
し
て
サ
ロ
ン
ネ
イ
ル
経
営
セ
ミ
ナ
ー
＆
体
験
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
傘

下
支
部
組
合
員
に
ご
周
知
い
た
だ
き
、
希
望
者
は
直
接
全
美
連
へ
お
申
込
み

い
た
だ
き
た
い
。

　

・�

理
事
よ
り
三
条
育
成
会
の
活
動
は
組
合
に
加
入
す
る
原
点
で
あ
り
、
技
術
の

向
上
・
生
活
の
向
上
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
詳
し
く
知

り
た
い
の
で
次
回
の
理
事
会
に
代
表
者
を
呼
ん
で
話
を
伺
い
た
い
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
検
討
す
る
と
の
理
事
長
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。

　

・�

議
長
よ
り
Ｔ
Ｍ
各
ブ
ロ
ッ
ク
講
習
会
は
今
年
度
従
来
通
り
4
ブ
ロ
ッ
ク
で
開

催
さ
れ
る
が
今
後
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
質
問
が
な
さ

れ
、
1
会
場
で
の
開
催
に
向
け
て
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
資
料
を
用
意
し

て
提
案
し
た
い
と
理
事
長
よ
り
回
答
が
な
さ
れ
た
。

　

議
長
以
上
の
件
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

以
上
で
全
議
案
終
了　

午
後
2
時
45
分
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関
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わ
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午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
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す
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全美連 第15回作文コンテスト募集要綱
美容にかける、あなたの夢を文章に……
【募集テーマ】　�美容業界の活性化のための私の提言、またはサロン活性化のための私の

提言
【入賞者・賞金】
　　　最優秀賞１名……厚生労働大臣賞・賞金１０万円
　　　優秀賞 2 名……賞金 ５ 万円
　　　入選若干名……賞金 2 万円（商品券）
　　　※�最優秀賞・優秀賞の方は全国大会へのご招待
　　　　（平成25年10月22日：神奈川『横浜アリーナ』にて開催）
【審査委員及び審査】　学識経験者等による厳正な審査
【原稿枚数】　４００字詰め原稿用紙 ４ 枚より ７ 枚まで（パソコン・ワープロ原稿可）
　　　　　　※�パソコン・ワープロの場合は1600字より2800字までです。書式設定は問いません。
【応募資格】　組合員、またはその従業員（美容師に限る・年齢不問）
【提出作文の著作権】　※最優秀賞・優秀賞作品は「ZENBI」誌上で発表
　　全日本美容業生活衛生同業組合連合会に帰属し、他に転載等することを禁ずる
【応募先】	 〒１５１—００５３　東京都渋谷区代々木１−５６−４　美容会館 ７ 階
	 全美連・作文コンテスト係
	 �作文には「郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、組合員・

従業員の別」を明記
※ご記入いただいた個人情報については、作文コンテストの結果通知に使用。作文は返却しない。
【応募締切日】　平成２5年 8 月16日（金）　消印有効
【内容についてのご注意】
　　・「テーマ」に対し、現状の批判ではなく、前向きで明朗なもの

★日　時：平成25年 9 月 3 日（火）
　　　　　13：30開演予定
★会　場：宮城県宮城郡利府町
　　　　　「グランディ21（セキスイハイムスーパーアリーナ）」
★参加費：メンバー　￥無料　　　ビジター　￥2,000-
（ 3 .11の災害地からの挑戦!!東北の名産品等の販売もあります。ぜひご参加ください。）

トップマスターズモード発表会
第98回

（特定中小企業者等が経営改善設備を取得した場合の特別償却又は税額の特別控除）

税制措置の対象者
青色申告書を提出する中小企業者等
○�中小企業者等とは、以下のような方々です。
　「個　人」：常時使用する従業員が1000人以下の個人事業者
　「法　人」：�資本金の額が 1億円以下の法人（資本金 1億円超の大規模法人の

子会社を除く。）従業員が1000人以下の資本を有しない法人
　「その他」：商店街振興組合、中小企業等協同組合など

適 用 の 要 件 　※以下の全ての要件を満たすことが必要です。
経営革新等支援機関等からの経営改善に関する指導及び助言を受けていること
○�「経営革新等支援機関等」とは、以下の機関です。
　�経営革新等支援機関、商工会議所、商工会、都道府県中小企業団体中央会、
商店街振興組合連合会、農業協同組合、農業協同組合連合会、農業協同組合
中央会、都道府県農業会議、森林組合、森林組合連合会、漁業協同組合、漁
業協同組合連合会、生活衛生同業組合、都道府県生活衛生営業指導センター

「指導及び助言を受けたことを明らかにする書類」に、税制措置を受けようとす
る設備が記載されていること
○�経営革新等支援機関等で経営改善に関する指導及び助言を受けたことが税制
措置の適用要件になるため、経営革新等支援機関等から指導及び助言を受け
たことを明らかにする書類（取得する設備の記載等がされているものです。）
の写しを申告書に添付することが必要です。

「指導及び助言を受けたことを明らかにする書類」に記載された設備を実際に取
得をして、中小企業者等の営む商業、サービス業等の事業の用に供すること
○�本税制措置の対象となる設備は、「減価償却資産の耐用年数等に関する省令」
別表第 1の「建物附属設備」で60万円以上のもの及び「器具及び備品」で30
万円以上のものです。
○�中古品は対象には含まれません。

税制措置の内容
取得価格の30%の特別償却又は取得価格の 7%の税額控除を選択適用
○�税額控除は、個人事業者又は資本金3000万円以下の法人のみが選択できます。
○�税額控除される額は取得価格の 7 %又は税額の20%のいずれか低い額となり
ます。
○�ファイナンスリース取引のうち所有権移転外リースで取得した設備の場合、
特別償却は選択できません。

税制措置の対象者

商業・サービス業・農林水産業活性化税制
── 設備投資を応援する特別税制が始まりました !! ──

地区名 開催日・時間 会　場 講　師

上　越 10月28日㈪
10：00〜13：00

ホテル「ハイマート」
上越市中央 1 - 2 - 3
TEL 025-543-3151

ヘア：松本　　桂先生
着付：神林　多霞先生
　　　吉村久美子先生

中　越 11月18日㈪
13：00〜16：00

ハイブ長岡
長岡市千秋 3 -315-11
TEL 0258-27-8812

ヘア：渡辺　雅美先生
着付：浮穴　房子先生

下　越 10月 8 日㈫
12：00〜16：00

新発田市生涯学習センター
新発田市中央町 5 - 8 -47
TEL 0254-26-7191

ヘア：谷屋　伸司先生
着付：荒木千代美先生

新　潟 10月 7 日㈪
10：00〜15：00

ANAクラウンプラザホテル新潟
新潟市中央区万代 5 -11-20
TEL 025-245-3334

ヘア：将人先生
着付：地区講師会

トップマスターズモード発表会　各地区日程
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組
合
だ
よ
り

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 1 750,000
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 0 0
4. 配偶者死亡弔慰金 1 50,000
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 4 80,000
6. 慰労金 0 0
7. 退職慰労金 0 0

計 6 880,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から6ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 0 0
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 3 90,000
4. 長寿祝金 1 100,000
5. 結婚祝金 2 80,000
6. 第1子誕生祝金 1 60,000
7. 子供誕生祝金 0 0
8. 銀婚祝金（入籍後25年） 1 20,000
9. 金婚祝金（入籍後50年） 0 0
10. 古希祝金（満70歳） 0 0
11. 還暦祝金（満60歳） 0 0
12. 人間ドック補助金 11 105,700

計 19 455,700

平成25年度　各種給付状況（ 6月） ●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から1年以内）

‥‥‥‥　共済・保険の請求先のご案内　‥‥‥‥
①共済会給付金申請（請求期限は事由発生から 6ヶ月以内）
　　支部長へご連絡下さい
②総合福祉共済給付金申請（請求期限は事由発生から 1年以内）
　　総合福祉共済ご加入者の方は組合へご連絡下さい
③賠償責任保険請求　支部長へご連絡下さい

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C
5年以内

2.35 1.95 1.45

1.75

12年超 13年以内 2.85 2.45 1.95
5年超　6年以内 13年超 14年以内

2.95 2.55 2.05
6年超　7年以内 2.45 2.05 1.55 14年超 15年以内
7年超　8年以内 2.55 2.15 1.65 15年超 16年以内 3.05 2.65 2.15
8年超　9年以内

2.65 2.25 1.75
16年超 17年以内

3.15 2.75 2.25
9年超  10年以内 17年超 18年以内
10年超 11年以内

2.75 2.35 1.85
18年超 19年以内

3.25 2.85 2.35
11年超 12年以内 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等
基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）
特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成 25年 7月 10 日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

【設備資金貸付利率特例制度】が１年間延長されました。
　設備資金貸付の金利について、当初２年間0.5％低減されます。

★組合新規加入者紹介キャンペーン★
　平成21年度より、組合新規加入者の紹介者に対し、奨励金として5,000円を進呈
し、新規加入者には本部加入手数料を無料としています。ぜひ、お仲間を組合へ
お誘いください!!
　※　加入申込書の紹介者名記入欄に必ずご記入ください。
　　　�奨励金は、次年度 4月理事会にて各支部長にお渡ししますので、各支部に

てお受け取りください。

 8月 5日㈪〜	 第28回国家試験（実技）� 国際ビューティモード専門学校

　　26日㈪	 レベルアップセミナー（着付初級・中級）� 新潟会場

※組合事務局夏季休業のお知らせ
8月13日㈫〜 18日㈰まで業務を休止させて頂きますので
よろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　
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「フォトコンテスト」に参加して

森田　優花 美容科15回生
巻高等学校出身

Produced by 新潟理容美容専門学校

　今回のフォトコンテストは、去年に引き続き二度目の参加で
した。このフォトコンテストに参加することで、自分を表現し
たものが伝えられるということと、自分の幅を広げられるいい
チャンスだと思い今年も参加しました。去年は何も分からずド
タバタしながら作品を作ったので、今年はその反省を生かして、
自分達の作品を作りました。自分達のやりたいイメージは決まっ
ていたのですが、モデルがなかなか決まらず、結果私がメイク

兼モデルをすることになりました。「Pure（ピュア）」という自分達の作品テーマに沿って、シ
ンプルかつ人の目を引くインパクトのあるメイク、もちろんそれは自分に似合っていなきゃだ
めだし、写真映えしなきゃいけないし、考えることが山程ありました。高嶋先生のセミナーで
のアドバイスを参考にして出来た作品は、私達のテーマに沿った大変すばらしいものになった
と思います。
　今回のこの経験は、これからの学生生活や将来美容室に就職してからも役立つことと思いま
す。最後に今回お世話になった先生方ありがとうございました。

放送日時： 7月27日㈯ 　　16：55〜17：25
《再放送》： 8月 5日㈪ 深夜 1：50〜 2：20

特別授業「ブライダルプロデュース」テレビ放映（UX）のお知らせ

新潟理容美容専門学校では、美容科 2年生を対象とした特別授業「ブライダルプロ
デュース」を今年も実施。東京のサロンからブライダルヘアメイクの第一線で活躍
する方を講師に招き、学生が作り上げた花嫁をプロの目線でアドバイス。各チームが
プロデュースした個性豊かな16人の花嫁を誕生させます。番組では、学生が花嫁を
プロデュースし、作り上げていく過程から、ステージ発表、表彰式までを取り上げます。
お時間がありましたら、ぜひご覧ください。

ZENBIは全美連（厚生労働大臣認可）の
オフィシャルマガジンです
○サロンの経営講座を判りやすく解説
○世界各地より発信の海外ヘア情報
○連合会の各種事業や組織活動　○お客様との会話、話題情報
○各県の行事、事業の紹介　○美容師試験、最新情報
　年間購読料　￥3,570（送料・消費税込み）

お申込みは　組合事務局へ　025-223-0991サロンに1冊


